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3
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2
年
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1
年
次

ゼミナールⅣ

ゼミナールⅢ

ゼミナールⅡ

卒業論文

ゼミナールⅠ 経済学入門 経済学入門演習 経済史

経済数学Ⅰ／基礎数学 経済政策

ミクロ経済学

マクロ経済学

ミクロ経済学演習 データで
見る日本経済

マクロ経済学演習 金融リテラシー

経済数学Ⅱ

経済哲学

経済学史

統計学Ⅰ

統計情報処理Ⅰ

アジア経済論

ヨーロッパ経済論

アメリカ経済論

国際関係論

環境リテラシー 経済特講Ⅰ, Ⅱ

海外経済研修Ⅱ

英語Ⅰ, Ⅱなど

統計学Ⅱ

統計情報処理Ⅱ

中国経済論

⻄欧経済史

地域分析

公⺠連携論

経済特講Ⅲ, Ⅳ

公務員試験「経済」
対策講座I/
商法/ ⺠法/

財務会計入門/
簿記原理/

公務員試験「憲法」
「⺠法」「⾏政法」

英語Ⅲ, Ⅳなど

応用ミクロ経済学

ゲーム理論

現代経済学

中級マクロ
経済学Ⅱ

中級マクロ
経済学Ⅰ

経済成⻑論

組織と制度の経済学

ファイナンス論

公共経済学

政治経済学

財政学

金融論

日本経済論

現代企業論

産業組織論

都市経済学

食料・資源経済学

経済統計分析

計量経済学

国際経済論

開発経済論

経済発展論

国際公共経済

上級国際経済学

労働経済学

人口経済学

医療経済学

社会政策

環境経済学

環境・エネルギー
政策

情報社会と
企業・産業

経済特講
Ⅴ〜Ⅷ

公務員試験
「経済」

対策講座 Ⅱ, Ⅲ

現代産業論

現代の産業と企業

哲学など

〈ゼミナール等〉
（DP 4, 5, 7, 8）

〈金融・財政・公共〉
（DP 1, 5, 7, 8）

〈経済理論の
発展・応用〉

（DP 1, 5, 7, 8）

〈産業・企業〉
（DP 1, 5, 7, 8）

〈経済統計の
理論と応用〉

（DP 4, 5, 7, 8）

〈国際経済〉
（DP 3, 5, 7）

〈社会問題への
経済学の適用〉

（DP 3, 5, 7）

〈キャリア形成・
グローバル人材育成

支援〉（DP 1, 8）

〈教養・語学〉
（DP 2, 3, 6）

〈経済統計の基礎〉
（DP 4, 5, 7）〈経済学説・思想〉

（DP 1, 3, 6）

〈経済理論・政策の基礎〉
（DP 1, 5, 7）

政策の実証分析

情報社会の経済学

（注）カリキュラム・マップの中のDPの数字は、以下のディプロマ・ポリシーの番号と主に対応する科目群であることを示します。

【経済学科 ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）】
経済学科では、経済活動の原理を追究するという観点から、社会人としての責任を正しく認識し、標準的な経済学を確実に修得する教育目標のもと、次の基準を満たす学生に卒業を認定し、学位を授与します。

1 知識・理解
（１）オーソドックスな経済学の基礎的な内容と分析方法を理解している。
（２）社会人としてふさわしい教養を身につけている。
2 汎用的技能
（３）幅広い見方や知識を得ることにより、専門的領域を越えて問題を探究し続けることができる。
（４）自らの考えを、経済学や統計学に裏付けられた客観的情報や情報処理に基づいて、口頭や文章により表現できる。
3 態度・志向性
（５）経済学の思考方法や経済的知識を実践的に利用し、社会の本質的な課題に自主的・主体的に取り組む。
（６）多様な価値観の学修により、自己の社会観を追究する。
4 統合的な学修経験と創造的思考力
（７）社会的課題について、経済学の思考方法を用いて客観的情報に基づき総合的かつ本質的に考察し判断できる。
（８）経済学の思考方法に基づき、社会の中核的存在として活動できる。
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